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【裏に続く】



3 あるハンバーガー店のドライブスルーでのお客さんの到着間隔 Y（分）は次の確率密度関数で表され

る指数分布に従っているとする．
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a) 平均到着間隔はいくらか.

b) 5分間車が来ない確率を求めよ．ただし e�5=3 � 0:189である．
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